
 

 

 

 

施策の体系（案）について 
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基本方針 ２ 

ライフステージや性別、多様な暮らし 

に応じた取り組みを進めます 

ライフステージや性別、世帯構成等、市民ひ

とり一人の生活様式に応じた様々な取組の

機会を設けることにより、生涯を通じて一貫

した健康づくり・食育の取り組みを進めま

す。 

 

 

基本方針 １ 

健康寿命の延伸につなげます 

生活習慣を見直すことで疾病の発症を未然

に防ぐ「一次予防」に加え、健康診査等によ

る早期発見・早期治療で病気の進行を防ぐ

「重症化予防」を重視した取組を推進するこ

とで健康寿命の延伸を図ります。 

 

 

基本方針 ３ 

実践につながる 

市民主体の取り組みをすすめます 

 

市民ひとり一人が自ら健康づくり・食育を実

践していくことができるよう、目標達成に向

けての具体的な手段を提案します 

基本方針 ４ 

健康づくりや食育をすすめる 

ための社会環境を整備します 

 

「自分」「家族」「地域（グループ・関係団体）」

「行政」がともに協働し、それぞれ支え合え

る仕組みや意欲を向上させる仕組みを築く

等、環境を整備します。 

 

資料１ 

H28.10.17 食育推進会議資料 

分野別の 

健康づくりの推進 

生活習慣の改善 

身体活動・運動 

休養・こころの健康 

たばこ・アルコール 

歯・口腔の健康 

生活習慣病の発症予防 

と重症化予防 

がん 

心疾患・脳血管疾患・ＣＯＰＤ・

糖尿病・ＣＫＤ 

健康づくりや食育推進を

支える社会環境の整備 

心や身体を育む食育 

●がんの予防と早期発見への取り組み 

●主体的な健康管理の実践に向けた取り

組み 

●ライフステージや性別に応じた身体活

動・運動の習慣化 

●こころの健康づくりの正しい知識の普

及・啓発 

●食事や会話を楽しみ、健康で長生きす

るための 8020の推進 

●バランスのよい食事の推進 

●減塩の推進 

●食の安全性に関する情報の適切な選

別、活用の促進 

●食品ロスの削減等、環境に配慮した食育

の推進 

●食や農業の体験機会の提供 

●若い世代のニーズに合わせた情報発信 

●意欲を引き出す仕組みづくり 

主な施策の項目 

 

栄養・食生活 

健康寿命の延伸につながる食育 

食の安全 

食文化の継承 

地産地消の推進 

環境を意識した食の循環 

若い世代を中心とした推進 

多様な暮らしに応じた環境整備 

活動の場などの環境整備 

●成人の喫煙率の減少 

●地域や家庭で受け継がれてきた伝統的

な料理や作法の伝承 

実践へ向けての推進 

分野別の取り組み 

 

取り組みの方向 

 

●ボランティアの育成 


